書評 植村和秀著『日本のソフトパワー』 by 所 功
書評
植
村
和
秀
著
『
日
本
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
』
所
功
著
者
の
植
村
和
秀
氏
（
昭
和
四
十
一
年
生
ま
れ
）
は
、
京
都
大
学
法
学
部
で
政
治
学
（
思
想
史
）
を
専
攻
し
、
学
卒
後
直
ち
に
助
手
と
な
っ
た
俊
秀
で
あ
る
。
そ
の
四
年
後
に
京
都
産
業
大
学
法
学
部
へ
着
任
し
た
同
氏
は
、
私
よ
り
二
十
五
歳
も
若
い
が
、
昨
春
ま
で
二
十
年
間
、
何
で
も
尋
ね
れ
ば
的
確
に
答
え
て
く
れ
る
耳
学
問
の
先
生
で
あ
っ
た
。
こ
の
植
村
教
授
が
、
五
冊
目
の
単
著
（
他
に
共
著
三
冊
・
訳
書
二
冊
）
と
し
て
、
昨
秋
（
平
成
二
十
四
年
九
月
）
本
書
を
創
元
社
か
ら
上
梓
さ
れ
た
。
受
贈
し
て
主
題
と
副
題
「
本
物
の
?
復
興
?
が
世
界
を
動
か
す
」
に
心
惹
か
れ
、
一
昼
夜
か
け
て
一
気
に
読
み
通
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
魅
力
的
な
、
し
か
も
深
く
考
え
込
ま
せ
る
快
著
で
あ
る
。
本
書
（
四
六
判
二
一
六
頁
）
は
、
全
八
章
か
ら
成
る
（
末
尾
に
目
次
を
付
記
し
た
）。
各
章
末
に
挙
げ
る
参
考
文
献
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
全
般
に
極
め
て
高
度
な
内
容
が
、
努
め
て
平
易
に
「
で
す
・
ま
す
」
調
で
語
り
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
主
題
に
使
わ
れ
た
「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」
と
い
う
用
語
は
、
二
十
年
程
前
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
国
際
政
治
学
者
ジ
ョ
セ
フ
・
ナ
イ
博
士
が
提
示
し
た
、
「（
ハ
ー
ド
な
）
強
制
や
報
酬
で
は
な
く
…
…
（
ソ
フ
ト
な
）
国
の
文
化
、
政
治
的
な
理
想
、
政
策
の
魅
力
に
よ
っ
て
生
れ
る
」
も
の
（
同
著
・
山
岡
洋
一
氏
訳
『
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
?
21
世
紀
国
際
政
治
を
制
す
る
見
え
ざ
る
力
?』
二
〇
〇
四
年
、
日
本
経
済
新
聞
社
）
に
基
づ
く
。
し
か
し
著
者
は
、
こ
れ
を
人
間
な
ら
ば
「
人
柄
の
魅
力
と
信
用
の
よ
う
な
も
の
」、
ま
た
国
家
な
ら
ば
「
国
柄
の
魅
力
や
信
用
に
よ
っ
て
相
手
を
動
か
一
四
七
す
…
…
文
化
力
の
発
揮
」
と
捉
え
直
す
。
し
か
も
、
身
近
な
「
日
本
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」
に
注
目
し
て
、
と
り
わ
け
「
復
興
を
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
基
軸
」
に
据
え
「
復
興
を
日
本
の
国
柄
に
ま
で
高
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
は
、
国
柄
の
魅
力
と
信
用
に
よ
っ
て
、
世
界
の
人
た
ち
の
こ
こ
ろ
を
動
か
し
、
世
界
に
本
腰
を
入
れ
て
貢
献
で
き
る
」
と
ま
で
い
う
。
そ
れ
が
決
し
て
牽
強
付
会
で
も
大
言
壮
語
で
も
な
い
こ
と
は
、
本
文
で
具
体
的
に
論
証
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
私
が
共
感
を
覚
え
た
の
は
、
戦
後
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
「
国
柄
」
と
い
う
言
葉
に
光
を
当
て
、
そ
れ
は
「
先
人
の
美
徳
と
悪
徳
を
理
解
し
つ
つ
、
現
在
の
人
間
（
わ
れ
わ
れ
）
が
そ
れ
ら
を
組
み
直
し
、
未
来
に
向
か
っ
て
…
…
世
界
に
向
か
っ
て
提
案
し
て
い
く
べ
き
も
の
」
と
積
極
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
が
「
日
本
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」
の
基
軸
と
み
る
「
復
興
」
の
契
機
は
、
単
に
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
自
然
災
だ
け
で
な
く
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
北
も
日
露
戦
争
の
勝
利
も
「
暮
ら
し
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
変
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
動
機
」
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
日
本
人
は
、
ど
の
よ
う
な
対
処
を
し
て
き
た
か
、
多
面
的
に
検
討
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
今
日
の
情
報
社
会
や
大
学
生
、
主
要
世
界
が
抱
え
る
現
実
的
な
問
題
点
を
直
視
し
な
が
ら
、
今
の
日
本
に
可
能
な
こ
と
、
為
す
べ
き
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
。
本
書
を
通
読
し
て
私
な
り
に
気
付
い
た
こ
と
は
、
わ
が
皇
室
の
存
在
こ
そ
「
日
本
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」
の
源
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
に
著
者
が
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
現
行
の
憲
法
で
も
国
家
・
国
民
統
合
の
象
徴
と
定
め
ら
れ
る
天
皇
は
、
二
千
年
来
の
皇
位
を
世
襲
し
て
、
伝
統
的
・
近
代
的
な
文
化
を
体
現
さ
れ
、
国
家
・
国
民
の
た
め
に
全
力
で
誠
意
を
尽
く
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
「
魅
力
と
信
用
」
は
、
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
の
人
々
か
ら
「
信
頼
と
敬
愛
」
を
え
て
久
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
今
の
日
本
で
は
、
そ
れ
が
世
俗
的
な
政
治
力
や
経
済
力
な
ど
を
遥
か
に
越
え
る
至
高
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
だ
と
は
、
必
ず
し
も
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
た
と
え
ば
正
月
の
宮
中
歌
会
始
で
も
内
外
へ
の
行
幸
啓
で
も
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
文
化
的
・
社
会
的
な
影
響
力
は
測
り
知
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、「
教
育
勅
語
」
も
日
本
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
起
草
者
の
井
上
毅
が
夙
に
配
慮
し
た
と
お
り
、
明
治
天
皇
の
御
意
見
（
朕
惟おも
ふ
に
…
…
）
を
述
べ
ら
れ
、
御
希
望
（
…
…
庶こい
幾ねが
ふ
）
を
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
「
之これ
を
古
今
に
通
じ
て
謬あやまら
ず
、
之
を
中
外
に
施
し
て
悖もと
ら
ず
」
と
自
負
し
う
る
正
当
性
、
普
遍
性
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
明
治
四
十
年
代
（
二
〇
世
紀
初
頭
）
か
ら
、
欧
米
で
も
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
（
拙
著
『
皇
室
に
学
ぶ
徳
育
』
平
成
二
十
四
年
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
刊
所
収
「
教
育
勅
語
｜
誕
生
の
経
緯
と
特
徴
」
参
照
）。
た
だ
、
戦
前
の
学
校
教
育
で
多
く
形
式
に
捉
わ
れ
、
少
な
か
ら
ず
強
制
も
一
四
八
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行
わ
れ
た
こ
と
は
、
反
省
を
要
す
る
。
し
か
し
、
現
在
で
も
、
あ
の
よ
う
な
具
体
的
諸
徳
目
を
、
ま
ず
親
・
教
師
・
指
導
者
た
ち
が
実
践
躬
行
す
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
「
信
頼
と
尊
敬
」
が
え
ら
れ
、
日
本
的
な
、「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
（
平
成
二
十
五
年
一
月
十
五
日
）
?
追
記
?
参
考
ま
で
に
本
文
の
目
次
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
。
１
ふ
わ
ふ
わ
し
た
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
つ
か
み
所
の
な
さ
╱
本
当
は
恐
い
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
╱
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
と
説
明
責
任
╱
ア
メ
リ
カ
の
魅
力
と
信
用
╱
オ
バ
マ
大
統
領
の
就
任
演
説
╱
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
資
源
と
戦
略
╱
今
の
日
本
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
２
大
震
災
の
あ
と
で
大
震
災
の
あ
と
で
╱
首
相
が
す
べ
き
だ
っ
た
こ
と
╱
政
府
の
責
務
╱
人
は
相
身
互
い
╱
復
興
と
い
う
国
柄
╱
前
向
き
に
創
造
的
に
取
り
組
む
姿
勢
╱
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
今
考
え
る
╱
日
本
だ
か
ら
こ
そ
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
３
日
露
戦
争
と
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
日
露
戦
争
に
つ
い
て
╱
日
露
戦
争
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
╱
日
露
戦
争
と
西
ア
ジ
ア
╱
船
上
の
二
人
╱
二
十
年
後
╱
日
露
戦
争
の
戦
争
指
導
╱
日
露
戦
争
の
一
人
歩
き
╱
日
露
戦
争
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
４
昭
和
戦
前
期
の
挫
折
日
露
戦
争
の
後
で
╱
昭
和
の
戦
争
╱
敗
北
の
パ
タ
ー
ン
╱
中
国
問
題
と
日
本
╱
内
向
き
の
中
国
政
策
╱
現
場
の
苦
労
╱
あ
ま
り
に
も
現
実
的
な
╱
あ
ま
り
に
も
内
向
き
な
╱
大
東
亜
会
議
╱
昭
和
戦
前
期
の
挫
折
５
昭
和
戦
後
期
の
不
発
敗
戦
の
後
で
╱
敗
北
の
経
験
者
た
ち
╱
企
業
と
国
家
╱
大
平
総
理
の
政
策
研
究
会
╱
外
に
向
く
た
め
に
╱
政
策
研
究
会
報
告
書
╱
大
平
へ
の
疑
問
╱
経
済
と
文
化
╱
人
間
の
顔
を
し
た
資
本
主
義
╱
下
村
の
見
切
り
と
不
発
╱
昭
和
戦
後
期
の
不
発
６
今
の
日
本
の
立
っ
て
い
る
場
所
再
び
今
の
日
本
へ
╱
情
報
の
文
明
学
╱
情
報
と
こ
こ
ろ
╱
日
本
を
考
え
て
も
ら
う
╱
情
報
の
窓
口
が
必
要
╱
留
学
生
や
旅
行
者
に
も
考
え
て
も
ら
う
╱
悪
い
癖
を
繰
り
返
さ
な
い
７
今
の
大
学
生
に
欠
け
て
い
る
も
の
読
む
力
╱
パ
ソ
コ
ン
で
書
く
力
?
╱
文
脈
を
読
む
力
╱
情
報
化
が
奪
っ
て
い
く
も
の
╱
メ
ー
ル
は
瞬
間
芸
╱
ネ
ッ
ト
は
見
る
も
の
╱
情
報
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
╱
若
者
の
現
在＝
年
長
者
の
未
来
８
今
の
世
界
を
動
か
し
て
い
る
も
の
『日本のソフトパワー』
一
四
九
こ
こ
ろ
の
時
代
╱
不
安
定
な
時
代
╱
第
一
次
世
界
大
戦
の
犠
牲
╱
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
戦
╱
日
本
の
「
第
一
次
」
世
界
大
戦
は
第
二
次
世
界
大
戦
╱
戦
時
宣
伝
の
強
化
╱
敵
対
関
係
の
強
化
╱
二
十
世
紀
の
戦
争
と
テ
ロ
と
の
戦
い
９
日
本
に
今
可
能
な
こ
と
日
本
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
╱
客
観
的
す
ぎ
る
と
企
画
に
な
ら
な
い
╱
ぼ
ん
や
り
と
寄
せ
て
い
く
╱
目
指
す
べ
き
社
会
像
╱
腰
を
据
え
て
取
り
組
む
╱
経
験
を
共
通
化
す
る
╱
経
験
を
外
部
に
伝
え
る
╱
新
し
い
危
険
に
も
目
配
り
を
╱
日
本
か
ら
世
界
に
一
五
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